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ませんが，内容には関連性があると思われ
ます。アンケート項目の多さや短めの回答
時間等が影響した可能性があります。
※その他の点については，省かせて頂きます。
　数値の見方等，ご指摘ご意見等頂ければ幸い
です。
７　「まとめ」及び「課題」について
（１）今回のアンケートのねらいは，生徒の状
況把握とそれを通して指導状況等の理解を深め
ること，そしてその内容を授業でどのように活
かすることが出来るかということです。
　グループや班活動で話し合いを進めたり，代
表者が発表等するときに，グループによって
は，生徒がかなり負担を感じることがありま
す。
　授業での，事前・班活動中・事後の指導等に
おいて，助言・注意の声かけを丁寧に行うこと
や，教材の扱い方，班での話し合いのルールを
工夫する等が考えられます。本稿では，具体的
な対応策の例示はありません。今後，なんらか
のかたちで，まとめられればと考えています。
（２）今回，データは提示しませんでしたが，
グループのメンバーを一部入れ替えて班別活動
を取り入れたクラスで，約１月後に同内容で
行ったアンケート結果が手元にあります。○の
総数についてＡ・Ｂ項目共に微減しました。授
業指導法にも一部工夫が加えられましたが，結
果として大きな変化は見られませんでした。ま
た，生徒からは「２回目のアンケート時期，早
すぎ」という声がありました。
　また，この形式でも質問Ａと質問Ｂを各５～
７項目程度にしぼるだけでも，ＡとＢの項目間
の相関が高まるものが出てくると思われます。
また，Ａ1～ 10，Ｂ1～ 10について，それぞ
れ２つずつ５項目にまとめれば，その組合せ次
第で高い相関となるものがあると思われます。
この点については，項目の内容設定等と合わせ
て今後の課題にさせて頂きます。理由は，今回
の調査でそのような分析をすることに，あまり
意味がないと考えられるからです。
　実は，サンプル調査として抽出が特定の条件
や，質問が意図的に操作されていない事が必要
ですが，先に説明したとおり「･･人間関係が
直接反映するような項目･･」は避け，Ｂの項
目には例えば，質問例として「人間関係によっ
て難しさがある」や「グループ内の人の組み合
わせが難しい」というような項目は設定しませ
んでした。表現を工夫し入れてもよかったと現
在は感じています。
　私自身にも『班活型』の有効性の高さを期待
した面があり，生徒の評価する合計数の差に
「やや少なさ」を感じましたが，もしＢ項目に
「人間関係」の質問項目をいれると，相当数の
生徒がこちらに「○」を付ける可能性があり，
ＡとＢの「○」の合計数（資料３）が差が減じ
るどころか，逆転する場合もありえます。今後，
他の高校や学年等において調査を行い比較検討
することも考えたいと思っています。
　また，質問一つずつに，「とても良い」から「と
ても悪い」まで５段階で回答するアンケート形
式とし，かつ全部で10項目位を設定する方法
もありえます。この点についても，アンケート
を作成し実際に比較検討をしてみたいと考えて
います。
（３）『講受型』，『班活型』について，さらに
視点・論点を整理し，その内容を利用してアン
ケート項目を見直すことを考えています。
　アンケート結果が実際の授業指導に役立ち，
また，ある程度の期間をおいて比較できる内容
としておくべきです。
　他所で行われた同様のアンケート調査や過去
の指導実践事例，文献調査等も含め，今後調べ
ていきたいと考えています。
･･････････････････････････････････････
※本稿の資料１～３は，エクセルとその関数で
作成しました。“Ｒ”等のソフトの利用につ
ては処理内容から，特に想定しませんでし
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高等数学における協同的・活動的な班活動型の授業指導等における留意点について
た。
※各種分析手法利用し因子や性質を探る内容に
ついては，今後検討しますが，今回の各質問
項目間には基本的に総ての項目間に，強弱の
差はあるとしても「なんらかの相関関係はあ
る」と考えています。
※前号の研究論集「第34号」で，P111右段落
の上から15行目：「17年程」→「7年程」に
訂正お願いします（校正ミス）。
※参考・引用文献等は文中に記載しました。
